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1 1ま じ め に

イテゴ栽培で健全な苗を確保することは経営上重

要なことで、市販の高設ベンチを利用し育苗を行う

生産者もいるが、この方法を実行するには施設設置

や栽培管理等にかかる費用が高額になる。

そこで、今回は導入費用を抑えるため自作の高設

ベンチにより親株管理、苗生産を行う空中採苗法(以

下、空中法)の経済性評価を行つた。なお、本報告

での空中法とは、親株をハウス内の高設ベンチで栽

培し子苗を採取し、慣行採苗法 (以下、慣行法)と

は親株を露地で栽培し子苗を採取 し、ともにハウス

内でポット育苗を行うことをいう。

2調 査 方 法

イチゴ栽培農家を調査対象とし空中法と慣行法の

労働時間と苗生産費用の比較を行つた。

調査方法は、作業日誌から算出した首生産費用の

分析に加え補足のための間取り調査を行つた。主な

調査内容は、月別作業別労働時間とハウスを含む物

財費、労働費である。

結 果

(1)空中法の作業性

①親株の作業時間の短縮

空中法と慣行法の育首に関する作業時間は表 1

に示すとおりで、親株の作業時間では、慣行法 96

時間に比較し、空中法が 30時間と66時間 (69%)

の削減が図られていた。空中法の省力化の大きな

要因は、高設栽培により親株の管理作業が大幅に

省力化されたこと、及び除草作業が無いことによ

るものであった。一方、仮植苗に対する総作業時

間は、慣行法 88時間に対し空中法 83時間とほぼ

同等であつた。

②苗生産費用の低減

本ぽ 10a分のイチゴ苗生産費用は、表 2に示す

とおりで、慣行法が 316,379円、空中法が 258,596

円であつた。物財費を比較すると、空中法では慣

行法に比べ24,628円 の増額であつた。これは高設

ベンチの導入による園芸施設費の増額 31,442円

によるものであつた。しかし、空中法では作業時

間が大幅に削減されたため、苗生産費用では

57,784円 (1釧 )低減していた。

(2)自作ベンチの優位性

苗生産費用について、自作ベンチと市販ベンチと

の比較でみると、本ぼ 10a分のイチゴ苗生産費用は、

自作ベンチで258,596円 、市販ベンチで297,988円

であつた。この費用格差の生ずる主な要因としては、

市販ベンチによる栽培システムでは親株に専用肥

料を施用することによる肥料費8,404円 、高設ベン

チ設置にともなう園芸施設費 30,988円など、物財

費の増額が大きく影響している。

(3)作業性の改善

生産者に聞取りした結果、「苗生産過程で慣行法で

は中腰姿勢で作業することが多かつたが、高設ベン

チで栽培することで腰掛けた状態での作業が可能と

なり楽になった。」など、除草、親株管理、仮植等で

の作業性の改善についての指摘があつた。

4 ま と め
イチゴ苗の生産における空中採苗法の導入は、作業

時間、特に親株の管理作業時間が大幅に短縮され苗生

産費用の低減と作業性の改善につながることが明ら

かになつた。さらに、高設ベンチを自作することでそ

の効果が増大することが確認され、実用的であると考

えられた。

しかし、間取り調査から高設ベンチを自作する場合

には、①使用する直管パイプの強度、②プランター接

地面の水平確保、③使用培地の選択、④かん水の作業

性、など注意を払わなければならない点が指摘され、

今後の検討を要すると考えられた。
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表 1 育苗期間における作業時間 (単位 :時間) 表2 空中法と慣行法の経済性 (単位 :円 )
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注)本は 10a分に相当するイチゴ苗 8000本の作業時間
法 1)本ぼ 10a分 に相当する育首本数を8000本 とし、その数量に対

する金額を示した。

2)慣行法の農業薬剤費には除草剤を含む。

3)労働単価は、家族労働費01,577と 層月労働贅@750の平均

(1,164円 )と した。

4)空中法の園芸施設費には、高設ベンチ設置に関わる費用を含む。

5)空中法 (市販)は、市販されている高設ベンチ栽培システムを

導入した場合にかかるIE料費 (腋肥)と施設設置費 (高設ベンチ)

を算出、他の費日は空中法 (自作)と同額として試算した。

図 1 自作高設ベンチ見取図
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